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リスニング教材における Authenticityの確保

-電話での対話の一方のみを聞かせる教材の可能性一
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はじめに

教材開発をする際に、 Au也田町ityを確保する重要性は周知のことである。しかしながら、電

話での会話を用いた英語教材を見てみると、対話者双方の発話を提示しているものが圧倒的に多

く、これは一方の発話しか聞くことのできない状況もある日常生活を十分に反映しているとは言

い難い。例えば、家族や知人による電話での会話を近くで第三者として聞き、その内容について

色々と推論をするといった場面は、日頃多くの人が経験している。本研究では、電話での対話の

双方を聞けるグループとその片方だけの発話を聞くグループに分け、聴解テストを行う。得られ

たデータを整理・分析し、その結果からリスニング教材(とりわけ聴解場面)の Authenticityを

高める必要性を述べてみたい。

1.先行研究(教材例及び実践例)

電話での会話を用いたリスニング教材を見てみると、そのほとんどが対話者双方の発話を提示

しているものである。これは、重要表現の学習や定着、及び後に続くスピーキングの活動を意識

したものと考えられる。この種のりスニング教材自体は有益であり、存在価値も大きい。しかし、

発話の一方だけを聞くとしづ状況設定の「リスニング教材」があまりにも少ないのも事実であり、

この点に注目をした研究も筆者が知る限りほとんどない。ただし、電話の発話の一方だけを聞か

せる場面を扱っている教材や実践例としては次のようなものがある。

(教材例1)

電話での一方の発話を聞かせ、聞いに対する解答を選ばせる。

Woman: (on the phone) Hello. Nick? ... It's me， Nancy. How was your history exam? 1 know you 

were sick and you had no timeωs旬dy. ... Thank goodness! ... Boy， how did you do it?… 

Q僻 st:初::Did the man pωs the history test? 

Answer: He口1.passed the test. 

口2.didn't pωs the tesι (NHK Wラジオ英会話入門j1994年4月号:13) 

(教材例2)

以下のような携帯電話を使つてのリスニング活動を紹介している。

AIMS: To predict出e0出erside of a teIephone conversation. 

PROCEDURE: 1. Start the class as normal.τne telephone will ring you sudd回 ly(ぜyouare doing 

the imaginary telephone call， s町 etlyadjust your telephone so也atit rings). 2. Look very swprised， 
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and ask也巴 classif they would mind if you answered it. Have a brief conversation (6・10changes)， 

adjusting your language to the level of the class. Human curiosity being what it is， you wilI. be 

guaranteed to have the full" artentiori of也eclおs. .' (以下省略). (Goodi也 1998:111・112)

このような教材は、学習者の好奇心を刺激し、聞きたいという気持ちを持たせると主張している。

(実践例)

授業中に米国にいる元ALTから電話がかかってきたとしづ設定で、「進行形Jを用いた表現を

生徒に聞かせ、その指導に結びつける。(楽山他 2003:43) 

2.研究の方法

電話での会話の双方を聞くグループ(以後 T 1とする)と、その一方の発話だけを聞くグルー

プ(以後 T 2とする)に分ける。その内容について英語で解答させることにより、両グループ聞

に理解度の差があるかを探り、またどのような特徴的な誤答が出てくるかを見るために、以下の

ような実験を行った。

(1)参加者

広島県内の女子高校生2クラス (T1、T2ともに40名ずつ)の協力を得た。実際には43名ず

つ在籍生徒がいたが、データ処理をする際に以下の生徒は除外した。

・英語ではなく日本語で解答をした生徒(1人)

-英語の習熟度が判断できない生徒 (5人)

(2)実施時期

二年生3学期の学年末試験終了後の授業(2003年3月)で実施した。

(3)用いたリスニング教材

「スクリプトJを作成する際に、 TlとT2の問に「情報量(数)Jの差、つまり也enumber of 

pieces of informationに差が生じないように注意した。両グループの「情報量(数)Jに差が生じ

た場合、たとえスクリプトを完壁に理解できたとしても、 Tlは答えられてもT2には答えらな

いという状況になるからだ。用いたスクリプトは以下の通りである。

対話者双方を聞く Tlグループのスクリプト:

(Mike and Sakura talk on the phone.) 

Mike : HelIo. This is 1¥但ke. l' d like to talk to S必叩ra，please. 

Sakura:官lIsis S akura回， Mike. Have you fmished packing yet? 

Mike : Not， really. There are too many things that 1 want to tal{e back 
S訟ura:We'lI all miss you veηmuch. What time is your flight? 

B位I{e: I'm leaving from Kansai Airport at 10:45 next Monday. 

Sakura: 1 wish 1 could go to也eairport to see you off， but也巴 testweek starts on Monday. 

Mike:τnat's OK You've helped me a lot with my Japanese. Thanks very much. 

S法ura:It was my pleasure. You leamed Japanese veη， faSt. AcfualIy 1 want to teach Japanese to 

foreign people in the fu旬re.

Mike: . 
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一方だけの発話を聞く T2グループのスクリプト: .可f、ーー.，

Sakura: This is Sakura. Hi， Mike. Have you fmished packing yet? … We'll all miss you very inuch: 

What time is your t1ight? … 1 wish 1 could go to the泊中0此 tosee you off， but the test week 

st紅tsonMonday. …It was my plea話ure.'YO'U learned J apanese very fast. Abtually 1 want;to 

teach Japanese to foreign people in the future. 

r. . . Jの部分に適切なポーズを取ってテ..プ録音じたト

(4)生徒が取り組ん~だ内容理解に関する問い.

Tlグループしか持っていない情報、倒えば rlO時45分に関西空港から発つ」といった情報に
関しては、聞いの対象とならないように除外し、以下の3聞を英語で答えさせた。

(Questions) 1. What is Mike going to do soon? 

2. Is Sakura going to也eairport? Why (not)? 

3. Whatdia Sakura enjoy? 

3.データの結果

(I)解答の採点方法

生徒が書いた解答を、 llyin(1976)が示した以下の基準を用い、 3段階で採点をした。

Criteria for Evaluating Students' Performance: 

O点- Information given is inappropriate or unintelligible.(Gr拙 mar血 ds岡山re'may riotbe corre'ct) 

1点ーInformationgiven is appropriate or intelligible. (Some mistakes in grammar ari.d structure.) 

2点・Informationgiven is appropriate or intelligible. (No m可orgr担 maror s加 cturemistakes;) 

(2)生徒が書いた代表的な解答とその人数

以下にそれぞれの問いに対して、生徒が書いた代表的な解答とその人数を示してみる。

1. What is Mike going to do soon? 

Sakura & Mikeの双方の会話を聞いたTlグループ

O点

He is going (lwill go) to也ea句ort広皿saiAirport. 

He is going to take back. 

1点

He willleave /is leaving Kansai Airport on Monday. 

2点

He is going to leave Japan (next Monday). 

Sakuraのみの発話を聞いたT2グループ

0，長

He is going to go to Japan. 

He is going to park (his car). 

1点

He is 即時 toflight (lfly) (企omK血 saiA勾ort)soon. 

2点

He is going to leave Japan (/血is∞凹町，)(next Monday). 

F
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6 (15%) 

2 (5%) 

5 (12.5%) 

5 (12.5%) 

3 (7.5%) 

3 (7.5%) 

4 (10%) 

5 (12.5%) 



2. Is Sakura going to the airport? Wby (not)? 

Tlグループ

O点

Yes (， she is). She is going (to也e血port)to see Mike off. 

1点

No， she isn't. She is going to have a test on Monday which he willleft. 

2点

No. (IShe wants to go to the airport to see off Mike， but) She has a test next Monday. 8 (20%) 

9 (22.5%) 

1 (2.5%) 

No， she isn't. Because the test week will start on Monday (!next week). 9 (22.5%) 

T2グループ

O点

Yes (， she is). She is going (/wants) to see Mike off. 13 (32.5%) 

1点

No， she isn't. Because she has the test week on Wednesday. 1 (2.5%) 

2点

No. She has (Itakes) a test next Monday. 10ο5%) 

3. What did Sakura enjoy? 

Tlグループ

O点

No Answer. 

To teach Japanese to foreign people in the future. 

1点

She enjoyed teaching Japanese. 

2点

She enjoyed teaching Japanese to Mike (lMike Japanese). 

5 (12.5%) 

1 ( 2.5%) 

4 (10%) 

11 (27.5%) 

T2グループ

O点

No Answぽ.

She enjoy(ed) learning (lstudying) Japanese (with Mike). 

1点

She巴吋oyedteach(ing) Japanese. 

2点

She enjo)吋 teachingMike Japanese (Japanese to Mike). 

6 (15%) 

6 (15%) 

4 (10%) 

8ο0%) 

両グループの解答の内訳を整理してみると、次の表のようになる。

au 円。
唱

i



表1.両グループの解答の内訳

T1 T2 

質問1 質問2 質問3 質問 1 質問2 質問3

O点 14 16 9 15 18 15 

1点 13 5 20 11 5 16 

2点 13 19 11 14 17 9 

*数字は「人数Jを示す。

(3)両グループの「英語の習熟度Jと「得点j

「英語IIJ rライティングjは参加生徒が二年次に履修した英語科科目の学年評価(10点満点)
であり、両グループ聞の「英語習熟度j における有意差を見る資料とした。「質問 1"'3Jはそ

れぞれ2点満点であり、従って「得点の総計」は6点満点となる。

表2.両グループの「英語の習熟度Jと「得点J

英語E ライティング 質問 1 質問2 質問3 得点の総計

T1 5. 55 5.83 0.98 1. 08 1. 05 3. 10 
(1. 92) (1. 87) (.83) (.94) (.71) (1.81) 

T2 5.98 5.90 0.98 0.98 0.85 2.80 
(1. 89) U.98) (.86) (.95) (.77) (2.20) 

*上段が「平均値J、下段( )が「標準偏差Jを示す。

4.データの考察、及び誤答の特徴

t検定の結果、両グループ聞に英語習熟度の目安と考えられる「英語IIJ、「ライティングJ

においては、 0.05水準で有意な差は見られなかった(英語IIt = .998， df= 78， P = .321 ;ライ

ティング t= . 174，ザ=78， P = . 862)。閉じく、今回のリスニング・テストでの「得点の総計J
と、そのサブカテゴリーとなる『質問 1J r質問 2J r質問 3Jのそれぞれにおいても有意な差
が認められなかった(得点の総計 t=・.701，df= 78， P = .486;質問 1t = .000， df= 78， P = 

1. 000 ;質問2t=・.473，df= 78， P = .638 ;質問3t =・1.205， df= 78， P = .232)。このデー
タの結果から、電話での「双方の発話 (T1)Jと「片方のみの発話 (T2) Jを聞かせた場合

とで、聴解において有意な差が出ないことが確認できた。

次に、両グループの誤答の中味について検討してみたい。質問lについては、 T2グループの

3人が "Heis going to park (his car)." と解答している。これはSakuraの最初の発話である

"Have you finished packing yet?"の 'packing・を 'par組ng'と聞き間違えたのではないかと推察され

る。 T1グループの場合は、Mikeの2つめの発話"Thereare too m血y也mgs也at1 want ωtake 

back. "という情報が、正しい理解の助けになったのではなかろうか。(ただし、 T1グループの

中には "Heis going to take a park. "と答えた生徒が一人だけいた。)

質問2について、最も多かった誤答は "Yes(， she is). She is going (/wants) to see Mike off."で

可
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ある。その数はTlが9人、 T2がl3人マあり、 Sakuraの発話 "1wish 1 could go to也e町portto 

see you off，…"が、 "1 cannot go to也eairport to see you off."の意味を含むことが理解できなか

ったのではなし、かと考えられる。ただし、 Tlの場合はすぐ後にMikeが"That's OK." (構わな

いよ。/気にしなくていいよ。)という、「見送りに行けないことを残念に思っている1Sakura 

の心情に配慮した発言があり、理解の促進に役立ったのかも知れない。司ー結果としては4名、つま

り1割程度の差が両グループ聞に生じた。

質問3については、 T2の6人が "Sheenjoy(ed) learning (lstudying) Japanese (wi出 Mike)."と解

答したのが特徴的である。一方、 Tlでこのような解答をしたのはわずかに 1人であり、 Mike

の "You'vehelped me a lot with my Japanese. 古田iksvery much."とし、う部分のおかげで、 Sakura

がMikeに日本語を教えたという事実をイメージし易かったと思われる。

おわりに(教材開発への示唆)

本研究で用いたリスニング「スクリプトj と「閉し、j の場合、電話での双方の発話を聞くグル

ープ (T 1)と、その一方の発話だけを聞くグループ(T 2)の問に、理解円程度に有意な差が認

められなかった。このことから、日常生活でよく起こり得る、たまたま近くにいて漏れ聞く場合

などの、「一方の発話しか聞くことのできない電話での会話Jを外国語教育教材としても十分に

利用可能であることが分かつた。リス弓ング教材の開発をする際に学習者のレベルに合ったテキ

ストとタスクを準備するのは当然であるが、とりわけ取り組ませる fタスクj は challengingで

はあるが、 achievableなものを提供したい(Harmer2001: 207-208)。小論で議論したタスクは、学

習者に推論(prediction)を要求する challengingなものであるが、高校生にとっても十分に

おhievableなタスクに成り得ることを示している。近くにいる家族や知人が電話で話しているの

を第三者として聞くという行為は日常よくあることでありJこのような聴解場面はまさに
authenticであると言える。今後、このようなリスニング・タスクを盛り込んだ教科書教材が増え

ることを望みたい。

今回は高校生を対象とした研究であり、これを他のレベルの学習者、とりわけ中学生のような

初級学習者にまで一般化するには、十分な注意が必要である。対話者双方の提供する「情報量

(数)1に差が生じないようにするだけでなく、「↑青報の質jや「余剰性Jなどの点にも配慮、し

た教材開発をすることが肝要であろう。また、今回は生徒の英語「習熟度Jを「英語11J rライ
ティング」の成績に求めたが、これらは厳密には陪IJ達度Jを示すものである。さらに「誤答分

析Jをする際にグループ全体を見ており、それぞれの「誤答Jが、どの英語「習熟度j層(上位

群、下位群)と相関があるかまでは見ていない。これらを今後の課題とし、研究を深めてみたい。
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